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人類の英知を活かす。便利な放射線を正しく理解し、上手に使うことの大切さ。 
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研究ﾃｰﾏ：放射線による細胞応答機構の解明 
 （１）放射線による初期損傷および修復機構の解析 
 （２）放射線に対する細胞の防御機構の解析 
 （３）放射線による効果的ながん治療の基礎研究 
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